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本
繋
は
「
『
支
那
飛
脅
の
研
究
臨
『
支
那
思
想
の

研
究
』
に
よ
っ
て
ひ
ろ
く
わ
が
墨
界
に
貢
献
し
、

巾
國
の
庶
民
生
活
の
颪
か
ら
一
官
紳
暦
や
儒
教
の

飛
揚
か
ら
で
な
く
一
巾
國
の
祉
禽
・
滋
教
患
想
を

薪
署
し
、
と
く
に
駄
倉
経
済
構
成
の
特
質
と
い
う

角
度
か
ら
、
現
代
中
圓
の
研
究
を
お
し
す
、
め
た
」

（本

Y
氏
序
文
）
響
が
、
常
人
に
は
禦
・

難
か
っ
た
難
事
な
資
料
を
鵬
使
し
、
主
と
し
て
難

誌
「
満
豪
」
そ
の
他
「
東
亜
」
「
新
天
地
」
に
獲
表

し
た
中
興
革
命
に
團
す
る
諸
論
丈
を
、
大
塚
令
三

氏
外
数
氏
が
、
標
題
そ
の
他
に
若
干
補
訂
を
ほ
ぜ

こ
し
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
と
し
て
孫
交
め

死
（
嚇
九
　
長
年
）
後
か
ら
一
九
二
九
年
に
至
る

ま
で
の
悶
の
－
帥
ち
爾
馬
肥
が
、
一
方
で
は
左
霜

術
汲
の
、
分
裂
を
は
ら
み
つ
㌧
、
、
他
方
で
は
中
共
と

の
合
作
が
完
全
な
分
離
に
移
行
し
、
宕
汲
の
頼
導

の
嘔
下
に
中
國
草
A
即
の
一
膿
“
の
へ
。
ヶ
モ
ニ
ー
を
弾
ヴ
0

に
四
つ
た
一
め
ま
ぐ
る
し
い
輩
命
史
の
諸
過
程
が

取
り
教
わ
れ
て
い
る
。
周
知
の
様
に
此
の
数
年
問

は
、
中
画
無
主
主
義
革
命
獲
の
上
で
畏
め
て
重
要

な
時
期
で
あ
っ
た
〇
一
↓
ル
ニ
六
年
七
け
月
一
日
、
北
側
が

粛
軍
偶
に
類
し
國
共
食
膿
髭
面
軍
が
北
伐
行
動
を

起
し
て
廣
東
を
樹
死
し
て
よ
b
、
僅
か
八
ケ
月
の

聞
に
揚
子
江
以
南
の
諸
省
に
青
天
白
日
旗
、
が
ひ
る

が
え
り
、
武
漢
が
輩
出
の
中
心
と
な
っ
た
。
廣
東
・

湖
南
。
湖
北
等
の
諮
省
に
夫
々
数
百
萬
以
上
の
農

昆
が
組
織
さ
れ
、
郷
紳
U
地
主
階
級
へ
の
反
抗
と

闘
争
が
活
澄
に
展
開
さ
れ
た
。
漢
口
・
聖
書
の
英

入
租
界
は
斑
聚
の
カ
に
よ
っ
て
奪
回
さ
れ
た
。
上

海
の
組
織
勢
働
者
（
総
工
倉
）
は
中
典
指
導
の
下

に
孫
墨
黒
軍
に
果
敢
に
封
抗
し
つ
～
市
欧
の
賓
梅

を
栂
一
つ
た
。
気
隔
月
～
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
。
曲
炭
毘

。
罠
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
そ
の
他
が
一
丸
と
な
っ
て
、

帝
國
主
義
。
軍
閥
・
地
主
階
縁
に
謝
抗
し
た
の
で

あ
る
。
箪
命
の
波
は
世
界
の
帝
國
主
義
を
驚
か
せ

つ
、
高
潮
し
た
。
一
中
圃
革
命
史
上
武
漢
草
寸
時

代
と
よ
ば
れ
る
時
期
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
だ
が
一
九
二
七
年
四
月
十
二
臼
の
上
海
に
孤
於
け

る
落
介
石
の
か
の
ク
ー
デ
タ
ー
（
勢
働
蔚
共
産
賞
…

員
の
鼠
殺
）
次
い
で
密
窟
政
府
の
成
立
、
武
漠
に

於
・
・
國
尊
爵
塩
肛
＋
）
蕪
驚
の
南

京
致
府
へ
の
屈
服
等
々
の
譲
過
程
を
経
て
箪
命
陣

誉
は
決
定
的
に
分
裂
し
た
。
一
島
民
蕪
の
側
か
ら

云
え
ば
一
懇
の
覇
穣
か
く
と
く
の
時
期
で
あ
り
、

典
産
窯
の
側
か
ら
云
え
ば
君
命
遽
動
の
退
溺
期
（

賢
は
か
の
南
餓
暴
勲
・
八
七
・
曾
議
・
四
省
秋
牧
暴

動
・
海
膏
血
ソ
ヴ
ィ
テ
ト
の
成
立
・
酸
東
㌔

ミ
ユ
ー
ソ
の
勃
獲
等
の
諸
事
件
を
維
て
各
地
に
勢

働
渚
農
昆
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
致
府
が
成
立
し
所
甜

李
立
三
コ
ー
ス
に
逗
績
す
る
時
期
で
あ
る
と
共
に

薫
れ
が
克
服
さ
れ
、
そ
の
試
錬
の
ゆ
か
ら
毛
澤
東

コ
ー
ス
が
育
っ
て
來
た
蒔
期
）
で
あ
る
。
本
書
は

ま
さ
に
か
～
る
時
期
を
封
象
と
し
て
取
り
級
う
。

　
本
欝
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
審
が
編
ま
れ
る

．
に
箪
つ
た
諸
事
情
や
、
署
者
の
寧
園
革
命
に
關
す

る
他
の
著
作
と
共
に
、
大
塚
氏
の
解
題
（
魯
末
）

に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
》
で
改
め

て
述
べ
る
必
要
は
無
い
と
賜
う
。
た
ゴ
、
今
違
べ

た
此
の
時
期
の
蛾
要
牲
を
考
慮
に
入
れ
つ
～
一
・

二
の
基
本
顯
に
就
い
て
の
署
者
の
考
え
を
紹
介
・

批
判
し
、
併
せ
て
今
後
の
中
國
箪
命
典
研
究
に
勤

し
て
此
の
書
の
蓄
え
る
も
の
を
私
な
り
に
描
き
倒

し
た
い
。

　
此
の
・
時
期
に
至
る
、
及
び
託
の
時
期
の
中
國
革

命
の
本
質
を
ど
の
様
に
署
奢
は
把
握
し
た
か
。
叉

著
者
の
中
豊
革
命
に
謝
す
る
塞
本
的
立
場
は
如
何
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な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
中
隔
開
山
ほ
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
較
詣
ヲ
れ
げ
P
、
　
所
細
川

産
業
革
脅
以
前
の
歌
態
に
」
（
五
九
頁
）
或
い
は

　
「
中
世
紀
的
農
業
綴
濟
の
段
階
に
停
溜
し
」
（
四

六
頁
）
官
僚
な
る
貴
族
階
級
と
庶
民
階
級
と
の
封

．
立
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
此
の
見
解
は
一
九
二

六
年
當
時
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
一
九
扁
六

年
以
後
中
國
の
産
業
革
命
が
加
蓮
度
的
に
蓮
焦
し

て
い
る
と
は
、
「
支
那
髄
禽
醗
究
」
以
來
の
著
者
の

考
え
で
あ
り
、
本
欝
に
於
て
も
、
三
八
○
頁
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
し
た
考
え
に
つ
い
て
は

今
は
留
れ
な
い
。
）
前
考
1
1
官
僚
貴
族
階
級
は
、
軍

閥
・
官
僚
・
土
豪
劣
紳
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
（
鳳
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

五
頁
、
　
一
〇
二
頁
）
後
審
u
庶
民
階
級
は
小
資
産

考
と
無
産
膏
か
ら
．
香
り
立
つ
。
（
四
六
頁
　
）
轟
昇
い

、
は
羅
徒
を
磯
者
と
す
る
貧
渓
と
、
農
村
及
び
ギ
ル

ー3

g
繰
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
巾
産
省
か
ら
．
成
り

立
つ
。
（
六
四
頁
）
藁
薦
草
命
は
後
潜
の
前
者
に

封
ず
る
闘
争
即
ち
「
庶
出
輩
命
」
に
外
な
ら
な

い
〇
一
Q
二
頁
）
（
庶
民
掃
墨
の
定
義
に
つ
い
て

弦
九
三
－
四
頁
滲
照
）

　
し
か
し
∵
万
、
．
此
の
庶
篤
革
命
の
曲
行
中
に

薪
興
養
産
階
級
が
提
頭
し
て
來
る
。
地
主
土
豪

詐

階
級
は
、
　
「
銭
蕪
・
當
舖
の
外
に
、
穀
物
問
屋
・

搾
漁
及
び
製
粉
工
揚
・
呉
服
蟹
走
と
言
う
が
如
き

地
方
商
工
業
企
業
の
大
規
模
な
」
も
の
へ
の
狐
占

膠
嚢
芸
者
で
あ
る
。
（
九
八
頁
）
o
こ
れ
の
み
で
は

薪
興
資
産
階
級
と
は
云
え
ぬ
が
、
　
「
農
産
物
の
鶴

田
貿
易
と
云
う
愛
し
い
経
済
事
費
が
渡
生
す
る
と

從
來
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
そ
の
取
扱
が
大
難
的

と
な
り
且
つ
敏
蓮
正
確
を
要
す
る
に
竃
る
。
一
町

徹
底
的
な
霊
化
は
取
引
が
闘
港
場
に
大
き
く
集
串

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
田
含
に
局
限
さ
れ
て
居
た

癩
紳
、
即
ち
地
主
土
豪
の
経
済
的
機
能
は
看
の
礎

動
の
経
路
に
沿
う
て
農
村
か
ら
都
市
へ
、
都
市
か

ら
開
港
場
へ
と
溢
れ
禺
す
。
是
に
於
て
彼
等
は
自

ら
知
ら
ず
且
つ
塑
ま
ざ
る
間
に
、
所
講
薪
興
費
産

脇
級
の
穏
成
員
た
る
名
響
を
…
躍
う
課
で
あ
る
。
」

（
九
八
一
九
頁
」
o
彼
等
「
商
業
化
し
た
地
主
・
土

豪
」
は
所
課
大
買
辮
階
級
と
共
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
に
騰
す
る
。
　
（
一
〇
〇
頁
）
そ
し
て
か
、
る
薪

輿
費
産
階
級
を
寧
心
勢
力
と
す
る
革
命
蓮
動
も
今

日
（
一
九
二
七
年
）
の
シ
ナ
は
た
し
か
に
可
能
で

あ
り
、
そ
れ
が
甘
煮
革
命
の
合
理
的
な
圃
方
南
に

外
な
ら
ぬ
。
（
二
〇
頁
）

　
こ
の
叫
九
二
七
年
八
月
嘗
時
の
、
中
國
輩
命
の
性

質
に
關
す
る
署
者
の
考
え
は
釜
二
八
年
當
時
を
「

輩
純
費
本
主
義
草
陰
」
と
規
定
す
る
爽
の
基
本
的

な
考
え
に
つ
な
が
る
。

　
、
飢
ち
北
伐
完
威
は
、
國
昆
箪
命
（
賎
鷹
民
草
命

一
黒
井
）
の
二
大
精
紳
た
る
打
鯛
軍
閥
と
打
倒
帝

幽
主
義
と
の
黒
黒
を
意
沖
し
、
巾
國
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
が
「
一
方
で
は
軍
閥
、
他
方
で
は
帝
國
主
義

の
支
援
な
し
に
は
、
自
己
の
存
在
を
附
け
得
な
い

程
強
弱
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
が
△
三
頁
）
「
し
か

も
そ
の
溺
さ
は
今
日
ま
で
の
所
」
そ
う
な
の
で
あ

り
、
今
後
（
二
八
年
よ
り
見
て
）
そ
の
財
力
に
よ

っ
て
軍
閥
は
克
服
さ
れ
る
し
（
三
頁
）
帝
國
薫
義

に
よ
る
深
刻
な
る
牛
植
民
地
化
も
、
　
「
關
稔
自
主

轍
の
獲
得
に
よ
っ
て
或
る
程
麦
の
窟
曲
を
得
る
「

（山

n…

L
）
Q
　
ア
」
れ
冒
か
氏
の
・
「
箪
純
許
島
本
高
張
誠
．
翠
命
」

の
規
定
な
の
で
あ
る
。

　
所
で
宥
の
見
解
を
嚢
蓑
し
て
か
ら
六
年
後
の
〕
二

四
年
に
、
　
「
私
は
膚
歯
主
義
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
私
は
自
曲
主
義
の
穆
胎
た
る
賓
本
主

義
を
否
定
す
る
志
向
に
強
く
支
朗
さ
れ
て
い
た
」

と
述
懐
し
て
い
る
（
「
解
題
」
．
四
1
蝋
頁
）
愚
者

は
二
壮
年
す
で
に
次
の
様
な
立
場
を
明
示
し
て
い

る
。

一
〇
五
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書

中
耀
冷
の
．
支
は
、
砦
輩
出
業
霧

革
命
で
は
終
り
を
漕
げ
な
い
。
墾
日
の
革
命
の
過

程
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
中
心
の
諸
過
程
の
行
き
詰
り
を

鳩
獲
勲
と
す
る
。
何
故
な
ら
「
打
倒
帝
國
主
義
」

な
る
ス
”
i
ガ
ン
を
關
税
自
主
椹
の
回
牧
と
い
う

生
温
い
も
の
と
は
夢
に
も
考
え
な
い
中
産
沓
・
勢

農
大
豪
、
及
び
軍
閥
癩
紳
階
級
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
以
上
に
濡
雪
を
受
け
つ
、
あ
る
大
衆
の

不
満
…
が
早
晩
蝿
黙
す
る
に
蓮
い
な
い
か
ら
で
あ
る

。
　
（
九
一
十
哨
頁
）
然
ら
ば
明
日
の
「
國
民
草
命

の
揚
嘗
者
」
は
誰
か
。
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
で
は
勿

論
無
い
。
悪
質
に
し
て
反
隠
蟹
的
な
・
「
ル
ソ
ペ
ソ

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
を
唯
一
の
頼
み
と
す
る
無
産
階

級
冠
共
産
窯
．
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
愛
甲
の
昆

生
主
義
及
び
「
巾
幽
銭
卜
装
展
乱
雲
」
を
中
軸
と

す
る
評
家
費
本
主
義
酌
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
賢
行
し
う

、
喪
本
家
・
中
産
者
及
び
勢
農
大
衆
を
そ
の
傘
下

に
集
め
得
る
所
の
小
養
産
階
級
だ
と
藩
者
は
云

う
。
（
蝸
二
一
三
頁
〉
こ
れ
が
中
國
箪
命
へ
の
著

者
の
見
透
し
で
あ
る
と
典
に
、
串
霞
露
命
に
封
ず

る
著
餐
の
墓
域
的
立
場
に
稀
な
ら
な
い
。
㎞
九
一

八
年
嘗
時
の
孫
交
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
著
者
の
理
想

で
あ
b
、
小
資
産
階
級
（
そ
れ
が
尊
厳
か
ら
云
え

・
ば
、
幽
昆
難
改
組
汲
で
あ
る
こ
と
は
本
四
を
悩
め

ば
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
三
七
〇
頁
、
そ
こ
で
シ

ナ
で
の
み
狗
署
し
た
政
治
勢
力
た
り
得
る
小
費
産

階
級
響
応
、
改
組
汲
の
カ
が
他
階
級
と
は
き
わ
だ

っ
て
高
く
騨
傾
さ
れ
て
い
る
ゆ
）
が
碧
者
の
考
禦

の
階
級
的
墓
礎
で
あ
る
。

　
雷
…
ね
て
云
う
、
庶
艮
革
命
か
ら
新
興
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
を
中
心
勢
t
刀
と
す
る
軍
純
費
本
家
革
命
へ

こ
れ
が
著
者
の
雷
時
の
中
鷺
革
命
へ
の
規
定
で
あ

り
、
既
、
純
農
本
主
義
王
命
を
離
向
き
に
推
認
せ
し

め
る
小
駅
家
階
級
、
こ
れ
が
中
國
革
命
に
封
ず
る

著
者
の
基
本
的
立
場
H
親
角
で
あ
っ
た
。

　
本
交
四
〇
七
頁
に
わ
た
る
本
天
は
、
要
約
し
て

云
え
ば
以
上
の
規
定
。
視
角
に
立
っ
て
、
め
ま
ぐ

る
し
く
轍
鮒
す
る
草
命
・
反
革
命
期
の
諸
情
勢
・

諸
勢
力
（
薪
蕉
軍
閥
・
國
昆
蕪
左
右
雨
雲
、
そ
し

て
共
産
難
）
を
分
析
、
撹
尊
し
た
も
の
に
外
な
ら

な
い
。
聴
に
第
四
章
そ
の
他
の
中
盤
典
産
難
の
理

論
と
方
略
へ
の
批
鋼
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

～
で
害
者
の
分
析
と
難
解
と
を
再
批
讃
す
可
き
だ

が
、
三
関
に
丁
子
さ
れ
た
今
、
一
つ
の
そ
の
絡
口

の
み
を
蓮
べ
る
に
と
y
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
中
園
箪
命
は
（
他
の
植
民
地
化
・
傘
堅
甲
地
化

一
〇
六

さ
れ
た
凡
て
の
諸
昆
族
の
そ
れ
と
同
様
）
下
主
主
魑

義
革
命
で
あ
る
と
共
に
帝
國
主
義
と
決
定
酌
に
封

抗
し
こ
れ
と
闘
う
昆
族
解
放
雪
雲
で
あ
り
、
そ
れ

が
中
帯
近
代
二
心
の
最
火
の
墓
本
線
で
あ
る
。
云

い
換
え
れ
ば
帝
國
主
義
と
要
試
し
、
こ
れ
に
屈
服
、

す
る
階
級
は
草
亀
勢
力
た
り
得
ず
・
、
又
か
、
る
階

級
に
頒
導
さ
れ
る
革
命
は
、
そ
の
階
級
が
如
何
に

草
命
な
り
と
叫
ん
で
も
箪
命
で
は
な
い
。
一
九
二

四
年
一
灯
の
第
圃
次
全
國
代
蓑
大
倉
で
、
帝
國
主

義
反
抗
を
賞
…
黙
し
な
が
ら
、
　
「
打
倒
点
図
主
義
」

を
拗
上
し
北
伐
に
一
銭
の
勝
利
を
得
た
國
罠
賞
…
右

筆
政
繊
は
此
の
鮎
だ
け
で
も
決
し
て
革
命
政
禮
で

は
あ
b
得
す
、
又
そ
の
後
も
革
命
政
橿
た
り
得
な

か
っ
た
こ
と
は
歴
史
の
示
す
所
で
あ
る
。
裁
っ
て

「
軍
純
資
本
主
義
」
に
は
検
討
の
徐
地
あ
る
に
し

て
も
、
　
「
翠
純
賓
本
主
義
革
命
」
と
い
う
署
者
の

基
本
的
規
定
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ら
．
つ
。

　
箸
音
が
最
も
期
待
し
た
小
才
山
家
階
級
及
び
そ

の
政
賞
…
一
特
に
証
・
陳
爾
民
ら
に
至
っ
て
は
、
革

命
を
前
向
き
に
推
韓
せ
し
め
、
氏
の
所
謂
ブ
ル
ジ

ョ
ア
政
椛
が
な
し
得
な
か
っ
た
「
打
倒
帯
國
主

義
」
を
完
罰
し
得
な
か
っ
た
の
み
で
な
く
、
日
本
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帝
購
・
聾
義
に
幽
と
毘
族
と
を
賞
ろ
う
と
し
、
漢
好

を
以
て
串
國
入
か
ら
講
さ
れ
た
事
は
腱
史
そ
の
も

の
が
教
え
る
所
で
あ
る
Q
著
者
の
縄
角
も
叉
手
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

を
記
し
て
い
る
。
こ
、
で
本
書
の
序
交
に
於
け
る

畢
野
義
太
郎
氏
の
見
解
を
紹
介
し
よ
う
。
．

　
「
も
と
よ
華
氏
が
本
書
で
と
る
斯
見
を
す
べ
て

是
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
革
命
の
歴
奥
が
す
で

に
明
ら
か
に
批
判
し
て
い
る
。
」
　
ど
の
襟
に
か
。

「
こ
ん
に
ち
す
で
に
中
華
人
昆
典
和
國
は
成
立
し

そ
の
大
憲
章
た
る
入
属
政
治
協
商
會
議
の
共
局
繕

領
、
中
火
人
篤
政
府
組
織
法
第
一
條
は
、
署
音
が

長
年
と
り
く
ん
だ
難
闘
題
、
革
命
の
携
當
者
は
誰

か
、
歴
史
の
進
歩
を
妨
げ
る
障
三
物
は
何
で
あ
り

打
倒
さ
る
べ
ぎ
鷺
亥
離
音
は
誰
で
あ
る
か
、
そ
も

そ
志
革
命
の
岡
争
目
標
は
何
ん
で
あ
み
か
、
乏
い

う
根
本
間
題
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
決
し
た
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
野
江
の
特
質
は
、
勢
働
者
階
級
が
指

導
し
、
砂
滑
階
級
の
か
た
い
・
問
盟
の
も
と
に
民
族

資
産
階
級
と
小
藩
産
階
級
な
ら
び
に
愛
國
三
士
を

結
合
せ
る
帳
合
政
府
で
あ
り
、
帯
剛
主
義
に
反
封

し
、
官
僚
・
買
舞
賓
本
お
よ
び
封
建
地
主
捌
に
反

欝
し
そ
れ
ら
を
打
倒
す
る
と
」

　
も
ち
ろ
ん
署
春
が
終
い
た
後
の
礎
史
の
動
き
に

よ
っ
て
の
み
で
は
本
書
の
正
し
い
批
判
は
な
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
。
本
書
の
狼
幹
を
な
し
、
骨
麗
と
な

っ
て
い
る
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
酌
立
場
そ
の
も
の
が

批
劉
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
阿
亀
へ
の
批

判
の
一
つ
の
樋
口
だ
と
思
う
。
然
ら
ば
わ
れ
わ
れ

は
此
の
書
か
ら
何
を
與
え
ら
れ
、
何
を
攣
ぴ
勝
る

可
き
か
。
年
野
氏
が
序
文
で
指
摘
し
て
い
る
優
れ

た
諸
貼
の
外
に
私
は
次
の
こ
つ
駕
附
都
え
た
い
。

先
ず
、
す
ぐ
れ
た
費
に
す
’
ぐ
れ
た
中
國
実
母
研

究
家
で
あ
っ
た
藩
者
に
し
て
犯
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
誤
り
を
克
塾
し
て
、
な
お
今
後
よ
ウ
正
し
い

中
麟
革
命
史
が
書
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
高
い

敬
訓
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
際
本
書
は
そ
こ
に
取

り
入
れ
ら
る
可
き
貴
璽
な
養
料
を
提
供
し
て
く
れ

る
に
互
い
な
い
d
第
二
に
、
本
書
を
瓶
じ
て
中
國

の
艮
戦
々
義
蓮
動
が
如
何
に
寒
し
い
二
男
と
箪
命

を
経
て
ば
じ
め
て
進
展
し
た
か
を
知
う
、
そ
の
中

心
献
題
が
何
で
あ
っ
た
か
を
反
書
し
た
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
れ
を
橡
り
灰
、
閃
獲
鮎
と
し
て
、
過
去
数

千
年
の
中
國
の
歴
史
が
ど
の
様
に
嚢
思
し
て
來
た

か
、
云
い
換
え
れ
ば
、
夫
々
の
如
何
な
る
歴
史
段

階
に
於
て
ど
の
搬
な
革
命
を
持
つ
た
か
を
改
め
て

問
い
霞
す
事
を
翼
譜
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

中
闘
歴
史
墨
徒
へ
の
こ
の
書
の
整
え
る
教
訓
だ
と

私
は
思
う
。
　
・

（
昭
和
二
五
年
唄
月
碍
本
評
需
祉
刊
A
5
版
四
二

七
頁
五
五
〇
闘
）

一
里
井
彦
七
郎
i

ハーンショウ著

橋本洋一郎澤

世界史の岐路　　剣舞聾
　　THE　“IFS”　OF　HISTORY
　事實についての正しい認識ほ勿論必要であらう。
だが可能性の上に立つた思惟もまた歴史の正しい
把握の良き助けとなる，，一と？｛・一ンシヨウは言っ

ている。まことに歴史愛好家は勿論一般の一讃を

御奨めする・大雪藻網綱＿の六

　　　　　　　　　教育タイムス融
　　　　　　　　　　　振替開版7ユ920　電（東）1362

（　372）

醐
〇
七
．


